
















































　先生は 1977 年 3 月に昭和大学薬学部をご卒業な
さいました．そして，その直後の 4月から，同じく
昭和大学薬学部薬理学教室の助手に着任されまし
た．1992 年 1 月に薬学部薬理学教室の講師，その 2






ご卒業の 1977 年 3 月に臨床検査技師の国家試験，
並びに薬剤師国家試験に合格なさいました．そし
て，1991 年 10 月，昭和大学の薬学博士乙号をお取
りになっていらっしゃいます．
　奨励賞に関しましては 1995 年 10 月に上條奨学賞
を研究補助ということで受賞なさり，さらには
2004 年 11 月，同じく上條奨学賞を研究分析で受賞
なさいました．さらには，近年で記憶にも新しいと
ころですが，2018 年 11 月，同じく上條奨学賞を教
育業績ということで受賞なさり，以上 3度にわたっ
て上條奨学賞を受賞していらっしゃいます．






















































































































































イノシトール三リン酸を，これを skinned single 


































































































































































































































































































































































3 µm変位します．対物レンズが上に 3 µm移動し






















































































































































































問実習を，その 1 年後，2016 年から引き継ぐこと
になりました．私は全く実務経験がなく，ずっと基
礎研究を行ってきたという，そういう経験しかあり
ませんでしたので，ほんとうに勉強させていただい
たと，自分でそう感じています．ここにあるような
キーワード，ここ富士吉田に来てこういう科目を持
つようになって，改めて医療人としての今後の在り
方というものを自分でも考える，そういう機会に
なったと思っていますし，今後これを剣持幸代先生
（富士吉田教育部）に引き継いでいただく訳ですが，
いろいろな問題点もありますけれども，みなさん協
力して続けていっていただければいいかなと思って
います．
　それから，今まで薬学部だけで過ごしてきた訳で
すが，やはりいろいろな領域の先生方と交流して，
いろいろな考え方もあるということで，非常に勉強
になりました．最初にウェルネス部門から，そのあ
とリベラルアーツ，さらにサイエンスということで
渡り歩いてきましたけれども，非常に良い経験をさ
せていただいた 5年間だったと思います．
　そして，全寮制ということで，いろいろな問題点
もあるとは思いますが，やはり，至誠一貫であり，
また全人教育，私が言うまでもなく，非常に無くて
はならない環境であることは，もう言うまでもない
と思います．ただ，やはり，学生と教員の距離感と
いうことでは，少々難しい面もあるかなと思います
ので，これは経験のある教員，先生方が，経験の浅
い教員には，やはりそれなりに教員間で情報を共有
するということが重要なのかなと思うところはあり
ました．何か問題が起きた時には，なるべく早くそ
ういうものを共有して，一人が抱え込まないように
というのが，やはり重要と思います．
　教育委員会では 5 年間，大変お世話になりまし
た．2017 年，18 年と教育委員長を務めさせていた
だきましたが，務めたというよりは，みなさんのご
支援があって務まることでありまして．その間，私
としては何も……自分で何もできなかったなという
ふうに，実は感じています．専門科目の前倒しのこ
とがあったり，あるいは選択科目の評価をどうしよ
うというところもあったり，非常に悩みが多かった
訳ですが，元来あんまり自分でなかなか決断できな
いほうの性格でしたので，みなさんにはご迷惑おか
けした部分が多かったように思っています．
　これからまだまだカリキュラム見直しということ
も続くと思います．例えば，薬学部ではだいぶ実習
の時間が削られ，そこに演習が入るということも起
こってきています．ですから，特に薬学部，今回残
念ながら留年がだいぶ出ましたし，2年から 3年で
も留年ということで，やはり厳しい．基本的なとこ
ろはもちろん押さえなくてはいけないでしょうし，
こう言ってしまうとなんですが，国家試験に直結し
た部分というのは，やはり重要なのかと思います．
　また，学部との連携を密にという点では，私が薬
学部出身なので，薬学部のことですと少しはわかる
のですが，医学部・歯学部となると，やはり，感覚
的によくわからない部分が出て来ます．ということ
でいうと，やはり，2年次以降の学部の教育を実感
できるようなシステムなり，そのようなものが，例
えば教育委員会で他学部の教育委員会に出るという
ことがその一つだろうと思うのですが，そういうと
ころを少し密にしていくと，富士吉田教育部での教
育も，もう少し変わってくるではないかと，少々思
うところがありました．
　それから，下位学生への対策．今回は留年もたく
さん出ましたので，そういうところも，やはりシス
テムとして，マンパワーで，非常に難しいところは
昭和大学に学んだ四十余年をふりかえって
301
あると思うのですが，考えていく必要があるという
ところは，少々思うところがありました．
　最後に，研究と教育とのバランスですか．やは
り，この環境で，特に基礎的な研究をしようとする
と，なかなか難しいという面があります．実際私は
5年間，もう，研究はしませんでしたが，そうもい
かない訳です．任期制ということがありますので．
やはり，共同研究なり，それぞれの先生方がどうい
う研究をしているのかということ，そして，共同研
究を推進するということが，非常に重要になってく
るのだと思いました．
　すみません，短くお話するつもりだったのが長く
なってしまいました．思い出話になってしまい，申
し訳ありません．5年間ほんとに，みなさま方には
温かく迎えていただいて，最後の 5年間を有意義に
過ごすことができました．まだまだ，退任する実感
がわかないのですけれども，水曜日の実習には来さ
せていただくつもりでおりますし，まだまだお世話
になることが多いかと思いますので，どうぞ今後と
もよろしくお願いできればと思います．すみませ
ん，長くなりました．ありがとうございました．
○司会　大幡先生，長い時間，貴重なお話ありがと
うございました．私などはむしろ，部門の違う門外
漢の人間ですので，私の知っている大幡先生の姿と
いうのは，むしろ，非常に熱心に教育をなさる先
生，そして，委員会活動でも教育委員長としてご尽
力なさってきた姿，そして部門の一つにあたるリベ
ラルアーツ教育研究班，私が所属しているこのリベ
ラルアーツ班でも一時期，責任者としてご尽力くだ
さいました．
　そういう実務の面とか，あるいは委員会活動，教
育の面ばかりを私は拝見してきましたが，今日の前
半のお話では，ほんとうに高度なご研究をなさって
こられた科学者の姿を拝見させていただきました．
門外漢ではありますが，感動的な部分がございまし
た．このような方と一緒に仕事をしていたのだとい
うことで，また改めて，目から鱗が落ちるような気
持ちで，私は聴かせていただきました．ほんとにど
うもありがとうございました．
　会としてはいったんここで閉じさせていただきた
いと思います．この後，引き続きセレモニーもござ
いますので，もう少しお付き合いいただければと思
います．では，最後にもう一度，大幡先生，本当に
ありがとうございました．
（記念楯贈呈）
